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再
生
の
題
字
（
森
廸
彦
様
提
供
）
は
、
森
信
三
先
生
の
直
筆
で
す
。

わ
れ
わ
れ
人
間
は
「生
」を
こ
の
世
に
う
け
た
以
上
、
そ
れ

ぞ
れ
分
に
応
じ
て
、
一
つ
の
「心
願
」を
抱
き
、
最
後
の
ひ
と

呼
吸
ま
で
そ
れ
を
貫
き
た
い
も
の
で
す
。

森
信
三
先
生
一
語
千
鈞
よ
り

実践人福岡仁風読書会

師
友
道
友
の
活
動
を
綴
る
善
行
伝
承
誌

令 和 参 年



十
三

孝
は
東
洋
的
叡
智
に
よ
る
宇
宙
的
真
理

い
の
ち
の
霊
宝

さ
て
こ
の
点
に
つ
い
て
わ
が
国
の
徳
川
期
の
初
め
に
現
わ
れ
、
日
本
に
お
け
る
陽
明
学
の

祖
と
い
わ
れ
る
中
江
藤
樹
先
生
の
学
問
は
、
｢孝
｣を
中
心
と
せ
ら
れ
た
と
い
う
点
で
他
に

比
類
が
な
い
と
い
え
る
の
で
あ
り
ま
す
。
即
ち
わ
が
藤
樹
先
生
の
学
問
思
想
の
根
幹
は
、
じ

つ
に「
孝
」
の
一
語
に
尽
き
る
の
で
あ
り
ま
す
。
の
っ
と
も
藤
樹
先
生
の
学
問
の
中
核
を
な
す

｢孝
｣と
は
、
単
に
も
ろ
も
ろ
の
徳
目
中
の
一
と
し
て
の
孝
で
は
な
く
て
、
実
に
一
切
の
徳
目

の
大
本
で
あ
り
、
更
に
は
こ
の
大
宇
宙
生
命
の
根
源
そ
の
も
の
に
通
ず
る
絶
対
的
な
位
置

を
も
つ
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
り
ま
し
て
、
そ
う
し
た
意
味
か
ら
は
ま
た
し
ば
し

ば
｢大
孝
｣と
も
名
ず
け
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
。

か
く
し
て
こ
の
孝
徳
と
は
、
藤
樹
先
生
に
お
い
て
は
い
の
ち
の
発
現
す
る
二
大
様
式
と
し

て
の
敬
・
愛
の
念
の
大
本
と
考
え
ら
れ
た
わ
け
で
あ
り
、
そ
れ
故
ま
た
敬
・
愛
の
念
と
い
う

｢霊
宝
｣は
、
も
と
も
と
そ
れ
ぞ
れ
人
の
身
に
具
わ
っ
て
い
る
と
申
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
ま

す
。
随
っ
て
ま
た
敬
・
愛
の
念
は
無
私
の
心
情
で
あ
り
、
人
間
の
真
実
そ
の
も
の
と
申
し
て
よ

い
の
で
す
。
随
っ
て
こ
の
点
か
ら
は
、
同
じ
く
愛
と
は
い
っ
て
も
、
男
女
間
に
見
ら
れ
る
か
の

相
思
相
愛
の
情
と
呼
ば
れ
る
も
の
と
は
、
根
本
的
に
異
な
る
こ
と
は
お
分
か
り
に
な
る
こ

と
で
し
ょ
う
。
し
か
し
そ
れ
だ
け
に
ま
た
孝
徳
の
実
験
躬
行
は
困
難
で
あ
り
、
さ
ら
に
は
至

難
と
さ
え
い
え
ま
し
ょ
う
。
と
く
に
戦
後
ア
メ
リ
カ
思
想
の
影
響
下
に
あ
る
現
在
の
わ
が
国

に
お
い
て
お
や
で
あ
り
ま
す
。
即
ち
孝
行
な
ど
と
い
う
こ
と
は
、
封
建
的
な
道
徳
で
あ
っ
て
、

何
ら
の
意
義
も
価
値
も
な
い
と
考
え
て
い
る
人
が
大
方
と
申
し
て
よ
い
現
状
と
い
え
ま
し
ょ

う
。
し
か
し
こ
の
ま
ま
で
果
し
て
良
い
と
い
え
る
の
で
し
ょ
う
か
。

現
代
に
お
け
る

孝
の

哲
理

森

信
三
先
生

講
述

―
 

マ
ナ
コ
を
閉
じ
て
親
の
祈
り
心
を

―

＝２＝

実
践
人
福
岡
仁
風
読
書
会

第
58
回

9
月
4
日
㈯

場
所:

福
岡
市
博
多
区
大
井
２
丁
目

大
井
中
央
公
園
に
て

（実
践
人
の
家
の
会
員
で
あ
れ
ば
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

（参
加
費
無
料
）
詳
細
は
、
世
話
人
へお
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

早朝読書会の様子 R3.09.04（土）AM7:00

福岡空港ミリオン清掃の後に空港近くの
大井中央公園で輪読しています。
この日は、森信三先生の「人生二度なし」
３、「社会のために尽くす」ということ



校
長
の
授
業

子
ど
も
が
好
き
で
、
授
業
が
好
き
で
あ
れ
ば
、
ま
ず
先
生
と
し
て
は
一
人
前
で
あ

る
。
下
手
の
横
好
き
と
い
う
こ
と
も
あ
る
が
、
好
き
こ
そ
も
の
の
上
手
な
れ
と
い
う

こ
と
が
あ
る
。
子
ど
も
も
先
生
を
見
倣
っ
て
勉
強
が
好
き
に
な
る
こ
と
受
合
い
で
あ

る
。
若
い
時
か
ら
授
業
に
は
う
ち
こ
ん
で
き
た
の
で
、
校
長
に
な
っ
て
も
、
授
業
を

す
る
こ
と
は
や
め
ら
れ
ず
、
折
が
あ
れ
ば
授
業
を
し
て
楽
し
ん
だ
。

授
業
を
す
れ
ば
、
学
習
の
面
で
、
子
ど
も
と
親
し
く
な
り
、
ひ
と
り
ひ
と
り
の
個

性
も
学
力
も
よ
く
わ
か
る
し
、
又
、
授
業
の
中
で
、
い
ち
い
ち
直
接
に
子
ど
も
を
救

い
上
げ
る
こ
と
も
で
き
た
。

先
生
の
欠
席
が
あ
る
と
す
す
ん
で
補
欠
に
行
っ
た
。
ま
ず
、
指
名
点
呼
を
す
る
。

欠
席
を
調
べ
る
こ
と
だ
け
で
な
く
、
子
ど
も
の
名
前
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
指
名

さ
れ
た
ら
起
立
し
て
正
し
く
返
事
を
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
声
が
小
さ
か
っ
た
り
、
姿
勢

が
悪
い
と
、
笑
顔
で
何
回
も
や
り
な
お
す
。
教
室
の
声
量
は
ど
の
く
ら
い
か
が
わ
か

る
。
叱
る
こ
と
は
い
ら
ぬ
。
教
師
の
方
で
余
裕
を
も
ち
笑
っ
て
い
れ
ば
、
こ
の
間
に
子

ど
も
は
愉
快
に
な
り
笑
い
出
し
、
親
し
く
な
っ
て
い
く
。
授
業
の
基
礎
は
、
教
師
と

子
ど
も
が
親
密
感
に
溢
れ
る
こ
と
が
第
一
で
あ
る
。

第
二
に
教
室
の
環
境
で
あ
る
。
こ
れ
が
す
こ
し
ま
ず
い
と
思
っ
た
ら
、
ち
ょ
っ
と
そ

の
事
を
話
し
納
得
さ
せ
て
、
日
直
を
中
心
に
、
塗
板
を
布
か
せ
、
み
ぞ
の
粉
を
拭
か

せ
、
チ
ョ
ー
ク
を
整
理
し
、
机
の
配
置
や
、
そ
の
日
の
天
気
に
合
せ
て
窓
の
開
閉
を

な
お
す
。
や
っ
ぱ
り
こ
の
方
が
気
持
ち
が
よ
い
と
言
う
。

次
は
学
習
の
方
法
訓
練
で
あ
る
。
机
の
上
に
並
べ
て
あ
る
品
を
見
な
お
さ
せ
る
。

全
然
何
も
出
し
て
な
い
子
、
そ
れ
は
学
習
意
欲
の
な
い
子
と
ま
ず
わ
か
る
。
本
だ
け

出
し
て
い
る
子
、
ノ
ー
ト
・
鉛
筆
ま
で
出
し
て
居
る
子
と
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
お
も

む
ろ
に

｢机
の
上
に
は
今
、
何
と
何
が
あ
れ
ば
よ
い
か
。
｣

と
た
ず
ね
、
｢そ
う
し
て
み
な
さ
い
。
｣と
い
う
と
き
ち
ん
と
揃
う
。
か
と
思
う
と
筆

入
れ
ま
で
出
す
子
が
い
る
の
で
鉛
筆
だ
け
に
さ
せ
る
。
ノ
ー
ト
を
持
た
な
い
子
に
は

白
紙
を
渡
し
て
や
る
。

𠮟𠮟

る
の
で
は
な
し
、
笑
顔
で
て
き
ぱ
き
と
行
動
さ
せ
、
そ
の

結
果
が
子
ど
も
自
体
に
よ
く
わ
か
る
よ
う
に
す
る
。
ど
ん
な
に
乱
れ
て
い
る
学
級

で
も
十
分
間
と
は
か
か
ら
な
い
。
そ
れ
以
上
は
く
ど
く
な
る
し
、
授
業
に
い
そ
い
で

取
り
か
か
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
又
、
よ
い
学
級
は
低
学
年
で
も
き
ち
ん
と
出
き
て
い
る
。

授
業
に
つ
い
て
私
の
心
が
け
た
こ
と
は
次
の
こ
と
で
あ
る
。

一

ど
の
子
に
も
よ
く
わ
か
る
た
め
に
、
ひ
と
り
ひ
と
り
を
見
つ
め
、
能
力
に
応
じ

て
発
表
さ
せ
た
り
仕
事
さ
せ
た
り
す
る
。

二

教
え
こ
む
よ
り
は
、
ひ
と
り
ひ
と
り
の
学
習
の
態
度
を
つ
く
り
、
方
法
を
覚

え
さ
せ
る
。

三

習
っ
た
こ
と
を
覚
え
こ
む
ば
か
り
で
な
く
、
学
習
が
面
白
く
、
そ
の
教
材
が

好
き
に
な
る
よ
う
に
す
る
。

四

で
き
な
い
、
覚
え
な
い
と
い
う
劣
等
感
を
取
り
除
き
、
そ
れ
ぞ
れ
成
功
感
を

味
わ
せ
自
身
を
つ
け
さ
せ
る
。

こ
う
い
う
こ
と
は
、
や
は
り
、
教
材
の
重
点
を
読
み
取
る
力
と
、
子
ど
も
ひ
と
り
ひ

と
り
を
愛
す
る
気
持
が
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
授
業
の
中
に
歓
声
が
あ
が
る
。
爆

笑
が
起
る
。
静
寂
の
一
瞬
が
あ
る
。
相
互
の
さ
さ
や
き
が
あ
る
。

補
欠
授
業
を
し
て
い
る
う
ち
に
、
担
任
が
来
る
と
私
の
授
業
に
、
子
ど
も
が
喜
び

の
中
に
大
活
躍
を
し
ひ
と
り
ひ
と
り
理
解
し
て
い
る
様
子
に
驚
い
て
み
て
い
る
。
爆

笑
に
誘
わ
れ
て
隣
の
先
生
が
参
観
に
来
る
。
そ
の
う
ち
に
授
業
を
た
の
ま
れ
て
や
っ

て
み
る
。
そ
の
あ
と
、
学
習
訓
練
に
つ
い
て
話
し
、
教
材
の
観
方
学
級
経
営
に
つ
い
て

話
し
合
う
、
或
年
に
は
順
番
に
各
級
と
も
指
導
す
る
よ
う
要
望
さ
れ
た
こ
と
も

あ
っ
た
。
一
時
間
算
数
を
や
っ
た
ら
、
算
数
が
好
き
に
な
っ
た
と
言
う
子
が
何
人
も

で
き
た
。
授
業
を
通
し
て
子
ど
も
と
親
し
く
な
り
、
又
、
落
伍
し
て
い
く
子
を
救
う

こ
と
も
で
き
る
。
そ
う
思
っ
て
私
は
最
後
ま
で
授
業
を
続
け
た
。

ぐりいし先生 三十年後に望みをかけた教育

第三部 忘れせぬかも 岡部 重 著作連載５３回

＝3＝



＝４＝

「明日掃除があるけど行く？」「行く！」「お父
さん？しっかり起こしていいけんね！」前回起き
られなくて残念だったようです。前日の雨で心配
していましたが、無事雨も降らず、とても風が心
地よいお掃除となりました。娘はみなさんに可愛
がっていただき、良い経験をさせていただいてい
ます。本当にありがたいです。その後の読書会で
は、最近ずっとモヤモヤしていて、疲れていた頭
と心が軽くなりました。働くことは大切だなぁと
改めて感じました。自分の役割って？どう生きる
か？掃除をとおして、分かっていけたらと思いま
す。本日もありがとうございました。 TURUGA

昨晩までは雷も鳴る大雨で翌朝が心配でしたが、今朝
は天気も回復し気持ちの良いお掃除でした。皆さん思
い思いにゴミを拾い、一見きれいに見える公園も終
わってみればたくさんのゴミが集まり驚きました。眺
めるだけでは見えないことも、手と足を使うことで見
えてくることもあり、実践の大切さを改めて感じまし
た。掃除後は野外で読書会も行い、年齢も立場も境遇
も違う皆さんとお掃除を通してご縁をいただけること
に感謝の想いでいっぱいになりました。本日もありが
とうございました。 HIROMITU

雨上がりの気持ちの良いお掃除日和でした。お花が
植えられているところにタバコが沢山捨てられてい
ました。せっかく綺麗な公園なので来る人が気持ち
良く過ごせるようにと想いながら拾わせていただき
ました。読書会ではお一人お一人のご経験や人生観
を聞くことができ、とても学びになりました。お掃
除での皆さんとのご縁に感謝です。 MEGUMI

鍵をかけられた駐車場の入り口やブルーシートを
巻きつけられた滑り台を見て、「これこそ異常
じゃない？」と違和感を感じました。メデイアに
よる刷り込みで自分の頭で考えない人が多いよう
に感じますが、そうならないためには五感を鍛え
ることが大切だと思います。鼻や目を効かせてゴ
ミを探しだし、手で拾うゴミ拾いは五感を鍛える
には最高だ！！と、強烈に思いました。いつもあ
りがとうございます(^^) MARIMARI

皆様、今日もお掃除さまでした。すごくよい１日の
スタートが切れました。遅れましたが、皆様に習い
私も感想を。5時前、まだ辺りは暗く…毎回朝起き
る時に、少し躊躇します。でも、集合時間の６時に
近づくにつれて、段々明るくなって空の色が変わっ
ていくのを、途中の車から見れて、得した気分にな
ります。朝から身体を動かして、頭も身体もスッキ
リします。掃除の後の読書会も、人前で音読する事
は久しく遠ざかっているので、ドキドキしてます。
その後の皆さんの感想も、短く自分の考えを分かり
やすくまとめてあって、とても勉強になります。な
ので、朝の躊躇もすっかり忘れて、またお掃除に行
かせて頂くのです。また皆様よろしくお願いします。

SAEKI

今日も掃除に読書にありがとうございました！読書で
は皆さんの感想、ひとりひとりへの袈裟右衛門さんの
言葉に、それぞれに重ねた経験からのいろいろな感じ
方考え方に触れる事ができ、とてもありがたいです。
そして掃除は、ゴミを拾いながら空を見てたり会話し
たりと、無意識に心地よい時間を過ごすことができま
す。掃除に参加を始めた12月から今日の掃除を振り
返ると、ゴミに集中してた自分から、ゴミを拾いなが
らも何かを楽しんでる自分になってる気がします。こ
れって心の視野も広がってるのでしょうか？！この感
想も自分を振り返ることができました！今日もありが
とうございました😊😊 TAHARA

第３９回 福岡空港ミリオン清掃

９月４日（土曜日） ９名参加



＝５＝

第３３４回 博多駅早朝清掃 ２８年目・・・

９月８日（水曜日） １０８名参加

３３４

２０２１年９月8日博多駅早朝清掃のスタートは雨降る中での始まりでした。雨の中での準備運営は
日頃と違った角度からの目線が必要となり、まさに…お掃除で学ばせて頂いております。か き く
け この振り返り実践だと思いました。雨の日マニュアルが紙ではなく、私達、世話人一人ひとりが自
らの役割りを持ち仲間間で声かけ合い確認していく姿は真の生きたマニュアルではないかと感じました。
終盤にはお天道さまがお顔をお出しくださり私の心がさらに…清々しい氣持ちで一日のスタートを迎え
る事ができました。JUNJUN



＝６＝

早朝は大雨で、今日の参加者は少ないかなと想像
していたのですが、108名の参加があり驚きました。
雨もラジオ体操が始まる頃には上がり、天気にも
恵まれました。博多駅周辺はゴミは少ないのです
が、足元のグレーチングには泥やタバコの吸殻な
どたくさん出てきました。見えないところも綺麗
にすることで、スッキリした気持ちになりました。
清々しい一日のスタートになりました。ありがと
うございました。 HIROMITU

本日のお掃除も感動の時間でした(^^)『思いが現実
をつくる』と言われますが、ザーザー降りだった雨
が、掃除が始まると同時にぴたりと止んだのには
びっくりです！まるで、思いを持って集まった参加
者一人一人が、一つ一つの雨つぶとなり、全てお見
通しのお天道様の光が、参加者一人一人の思いの中
ではね返り、はね返った光が繋がって美しい虹がか
かっているよな、、、🌈🌈そんなことを想像させる時
間でした。コロナ禍の中、分断という大きな流れが
あるからこそ、ご縁を大切にしたいと思います。い
つもありがとうございます。 MARIMARI

土砂降りの中、博多駅に向かい、掃除をする前から
足下がびしょ濡れ。「雨嫌だなぁ」と心の中で何度
も思いました。雨の日は鍵山相談役の「例外をつく
らない」という言葉をいつも思い出します。雨でも
掃除をするということに掃除を始めたころ驚きまし
たが、曖昧な基準を作らず徹底することの大切さを
学びました。参加者の方も少ないかなと思っていた
のですが、108名も参加で驚きました。28年一度も
休まず続けてこられた博多駅早朝清掃の凄さを改め
て感じました。これからも30年、40年、50年とずっ
と続けていきたいと思います。 MEGUMI

私は大雨での早朝清掃を体験したことがなかった
ので、緊張感と少しのわくわく感で朝を迎えまし
た。始めるころにはすっかり晴れて、最後まで気
持ちの良いお掃除をさせていただけました。たく
さん参加されているので、どんどんきれいになっ
ていきます。他の日の清掃で雑草とりをさせてい
ただいたのを思い出し、ひたすら雑草をとりまし
た。きれいなアスファルトでも意識する見え始め
るんですね。次回も課題を見つけて、良いお掃除
になるようにしたいと思います。 TURUGA

島根県から福岡へ移住、初参加のYさん
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耕作放棄地再生と清爽活動in酒殿2020.12.29~

９月１１日（土曜日）

今日の酒殿駅トイレ掃除は3ヶ月ぶりでした。少便
器をやらせてもらいましたが、3ヶ月も経つと汚れ
が頑固で磨き甲斐がありました。3年前にトイレ掃
除を初めてやらせてもらった時は便器に手を入れ
るのがとても抵抗がありましたが、最近ではほと
んど抵抗もなく取り掛かることが出来ます。この3
年間で少しは自分の心も磨かれたのかなと思いな
がら便器と向き合っていました。酒殿駅周辺はの
どかで気持ち良く、虫の鳴き声も心を穏やかにし
てくれました。その中での掃除後の皆さんとの語
らいはとても充実した時間でした。HIROMITU

本日は大便器のところをお掃除させていただきまし
た。汚れているところを磨くと綺麗になっていくの
がとても気持ち良かったです。自分の心も磨かれて
いく感覚でした。床や窓の桟など頑固な汚れがまだ
あるので次回もしっかり磨きたいと思います。

MEGUMI

酒殿駅が近づくに連れ、畑がひろがり虫たちが大
合唱で私を迎えてくれました。季節の移り変わり
を身体で感じます。久しぶりのトイレ磨きは私に、
基本を今一度振り返る機会を与えて下さいました。
雑巾の搾り方に至っては、自分で基本をアレンジ
し自分流の搾り方をしておりました。いつの間に
か、知らず知らずに自分流が生まれていた事に気
づかず自分流実践を今日までしておりました。ご
指南下さいました、袈裟右衛門さん、有難うござ
いました。振り返りの確認がいかに大切な事かを
改めて実感致しました。 JUNJUN

今日は久しぶりのトイレ掃除。気づけば初の素手
でした。素手になることに対して、抵抗がなかっ
たとは言えませんが、無意識の中で目にしていた
皆さんの手が素手でしたので、自然と素手で行っ
たようです。これも、掃除の不思議な力でしょう
か、改めて環境の力はすごいと思いました。まだ
まだ初心者、先輩方から助言をいただきながら、
学びを深めていきたいと思います。いつもありが
とうございます。 MARIMARI

酒殿駅は3ヶ月ぶりのトイレ掃除でした。目の前に
は草ボーボーの私の畑が広がり、虫の声が心地よく
迎えてくれたかと。。汗信じられないのは掃除の始
めからボットン便所臭さもなく、毎月皆んなでトイ
レ掃除をしてきた成果を感じました。そして皆さん
の掃除での、細かな目配り心配りのレベルの高さ、
井さんのリーダーシップに自分の未熟さを痛感して
います。しかーーし！！そこは自分には伸び代たっ
ぷりと前向きに捉えて、これからも学ばせて頂きま
す！！加えて、袈裟右衛門さんがいつも明るい雰囲
気を作って頂いて、今月も酒殿駅トイレ掃除を楽し
くできました。ありがとうございました！

酒殿駅世話人 TAHARA
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令和を巡る早朝清掃／戒壇院 2020.1.25~

９月２５日（土曜日） 第２１回

ありがたいことに、お彼岸の期間に戒壇院の清掃活
動をさせていただきました。冷んやりとした爽やか
な風が吹く中、西の空にはうっすらと白い月が光っ
ています。緑色の苔の上には黄金色になりかけた葉
が所々に落ちていました。厳粛な中にも温かい愛情
を感じる戒壇院とのご縁に、ご先祖さまも喜んでい
るように思います。いつもありがとうございます。

MARIMARI

毎月、月末の戒壇院の清爽は厳粛な雰囲気と自然
いっぱいの空間で身も心も整います。
始まる前のラジオ体操やいつもの皆さんとのご挨拶、
お掃除が終わった後の語らいも心が穏やかになりま
す。の鳴き声も変わりました。
お掃除を通して季節の移ろいを感じられるところが
また良いです。ありがとうございます。HIROMITU

空気が澄んでおり、虫の声や土の香りを感じなが
らお掃除させていただきました。
所々に落ち葉があり、箒で掃きづらいところは手
で拾いました。1枚1枚拾っていると途方もない感
じがしますが、拾ったところを見返してみると綺
麗になっており、気持ちが良かったです。
一つ一つの物事に対して丁寧に向き合うことの大
切さを教えていただいた気がしました。
お掃除は単純な作業からいつも大切なことを気づ
かせてくれます。ありがとうございます。

MEGUMI
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帆
足
行
敏
先
生
講
和

平
成
13
年
2
月
1
日

お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。
二
月
の
一
日
で
す
か
ら
、
私
の
発
表
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
こ
何

日
か
皆
さ
ん
の
発
表
を
聞
い
て
、
こ
の
発
表
は
い
つ
出
る
の
か
な
と
、
い
つ
も
思
っ
て
お
り
ま

し
た
と
こ
ろ
が
、
中
々
こ
の
発
表
が
出
て
こ
な
い
の
で
、
そ
う
い
う
感
覚
か
な
と
思
っ
た
の
で

す
。
そ
れ
は
、
一
月
二
十
九
日
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
、
記
憶
に
新
し
い
と
思
い
ま
す

が
、
東
京
の
新
大
久
保
駅
で
線
路
に
落
ち
て
、
そ
れ
を
助
け
よ
う
と
思
っ
て
、
三
人
死
亡
し

た
と
い
う
事
件
が
あ
り
ま
し
た
で
す
ね
。
非
常
に
大
き
く
報
道
さ
れ
て
お
り
ま
す
か
ら
、
覚

え
て
お
る
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
。
酔
っ
払
っ
て
落
ち
た
人
は
、
名
前
は
こ
こ
で
は
申
し
ま

せ
ん
け
れ
ど
も
、
助
け
よ
う
と
思
っ
て
飛
び
込
ん
だ
人
、
飛
び
降
り
た
人
、
カ
メ
ラ
マ
ン
の

関
根
史
郎
さ
ん
、
四
十
七
歳
の
方
。
も
う
一
人
は
、
韓
国
の
李
秀
賢
さ
ん
、
二
十
六
歳
。
咄

嗟
の
出
来
事
で
し
た
か
ら
、
助
け
よ
う
と
思
っ
て
、
逃
げ
場
所
を
失
っ
て
し
ま
っ
て
、
結
局
三

人
と
も
亡
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
。
こ
の
こ
と
を
誰
か
、
こ
こ
で
順
番
の
方
が
言
わ
れ
る
か
な

と
思
っ
て
で
す
ね
、
私
と
し
て
は
期
待
を
し
と
っ
た
の
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
の
話
題
は
通
り

過
ぎ
て
し
ま
っ
た
。
私
は
、
こ
う
い
う
時
代
に
で
す
ね
、
考
え
方
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
と
思
い
ま

す
が
、
人
の
命
を
救
お
う
と
思
っ
て
自
分
が
犠
牲
に
な
っ
た
。
犠
牲
に
な
る
こ
と
は
、
こ
う
い

う
場
合
は
命
を
落
と
し
て
ま
で
で
す
か
ら
、
こ
れ
は
人
に
よ
っ
て
は
色
々
な
言
い
方
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。
そ
こ
ま
で
せ
ん
で
え
え
だ
ろ
う
に
と
か
ね
、
色
々
な
言
い
方
、
考
え
方
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。
自
分
が
人
の
命
を
助
け
よ
う
と
思
っ
て
、
自
己
を
捧
げ
る
と
い
う
、
こ
う

い
う
こ
の
純
粋
な
気
持
ち
と
い
う
の
が
ね
、
私
は
非
常
に
高
く
評
価
す
べ
き
じ
ゃ
な
い
か
と

い
う
風
に
思
っ
て
い
る
の
で
す
。
口
で
は
ね
、
我
々
の
生
き
方
の
中
で
一
番
大
事
な
の
は
自

分
よ
り
も
お
客
さ
ん
の
為
に
と
い
う
こ
と
は
言
わ
れ
る
け
れ
ど
、
こ
れ
は
意
外
と
口
先
だ

け
の
頭
だ
け
の
考
え
方
が
強
い
の
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
こ
ま
で
お
一
人
の
、
こ
の
行
動

は
、
実
に
見
事
だ
と
私
は
思
い
ま
す
。
早
速
韓
国
の
方
で
も
大
統
領
が
弔
辞
を
申
し
上
げ

る
と
か
、
或
い
は
日
本
で
は
総
理
大
臣
が
書
状
を
捧
げ
る
と
か
、
そ
う
い
う
こ
と
が
や
ら
れ

て
お
り
ま
す
。
韓
国
で
は
一
億
一
千
ウ
ォ
ン
で
す
か
、
日
本
の
お
金
に
直
し
て
、
一
千
百
万

円
の
弔
慰
金
が
出
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
日
本
で
は
、
ま
だ
そ
の
金
額
は
明
示
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
け
れ
ど
も
、
日
本
と
の
懸
け
橋
に
な
っ
た
と
い
う
言
わ
れ
方
も
し
て
お
り
ま
す
。
日
本

人
の
為
に
韓
国
人
が
命
を
捧
げ
た
と
い
う
、
非
常
に
素
晴
ら
し
い
行
為
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

私
も
こ
れ
に
咄
嗟
に
思
っ
た
時
に
、
お
そ
ら
く
国
は
何
ら
か
の
弔
意
を
す
る
だ
ろ
う
け
れ

ど
も
、
こ
れ
は
ぐ
ず
ぐ
ず
ぐ
ず
ぐ
ず
し
て
い
く
の
だ
ろ
う
と
。
で
あ
れ
ば
誰
か
思
い
立
っ
て
、

カ
ン
パ
で
も
募
っ
て
で
す
ね
、
弔
意
を
示
し
た
ら
ど
う
だ
ろ
う
と
思
っ
て
お
っ
た
の
で
す
。
そ

う
す
る
と
日
本
だ
っ
た
ら
一
億
円
く
ら
い
の
お
金
は
直
ぐ
集
ま
る
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

昨
日
も
昼
飯
食
べ
に
行
っ
て
、
そ
の
話
が
ち
ょ
っ
と
出
た
時
に
、
そ
う
い
う
話
題
が
出
ま
し

た
。
私
で
も
す
ぐ
千
円
ぐ
ら
い
出
し
ま
す
よ
と
、
そ
こ
の
方
が
言
っ
て
お
り
ま
し
た
け
れ
ど

も
。
そ
う
思
い
立
っ
て
や
れ
ば
、
そ
う
い
う
金
は
す
ぐ
集
ま
る
だ
ろ
う
と
。
そ
う
い
う
弔
意

を
示
し
た
ら
ど
う
だ
ろ
う
か
な
と
、
こ
う
い
う
風
に
私
は
咄
嗟
に
思
い
ま
し
た
。
日
本
人
の

中
に
も
、
ま
だ
こ
う
い
う
血
が
あ
る
と
、
非
常
に
素
晴
ら
し
い
な
と
、
こ
う
思
っ
て
い
ま
す
。

最
近
皆
さ
ん
ご
存
知
の
よ
う
に
、
い
ろ
ん
な
所
で
政
治
の
ボ
ロ
が
ボ
ロ
ボ
ロ
出
て
来
る
じ
ゃ

な
い
で
す
か
。
み
ん
な
金
に
ま
つ
わ
る
こ
と
。
政
治
は
遠
い
と
こ
ろ
だ
と
思
っ
て
い
た
と
こ
ろ

が
、
身
近
な
福
岡
市
で
も
そ
う
い
う
行
為
が
行
わ
れ
て
い
る
。
本
当
に
ざ
ま
な
い
で
す
ね
。

そ
う
い
う
中
で
、
一
輪
の
き
れ
い
な
花
が
こ
う
い
う
風
に
あ
っ
た
と
。

そ
れ
で
こ
こ
で
ひ
と
つ
言
葉
の
事
な
の
で
す
け
れ
ど
も
、
愛
と
は
何
か
と
い
う
こ
と
を
、
私

は
教
わ
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。「
愛
と
は
何
か
」と
。
子
供
に
対
す
る
愛
と
か
、
い
ろ
い
ろ

あ
り
ま
す
ね
。
親
子
の
愛
と
か
、
兄
弟
の
愛
と
か
、
い
ろ
い
ろ
愛
情
に
は
場
面
に
よ
っ
て
色
々

な
言
い
方
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
本
質
は
で
す
ね
、
や
は
り
こ
れ
だ
と
思
い
ま
す
。

相
手
の
為
に
捧
げ
る
と
い
う
こ
と
。
自
己
を
捧
げ
る
と
い
う
の
が
愛
で
す
。
愛
の
本
質
は
そ

こ
な
の
で
す
ね
。
親
子
の
愛
と
い
う
の
は
、
親
が
子
供
に
対
し
て
、
い
わ
ゆ
る
自
己
犠
牲
に

な
る
と
い
う
、
そ
う
い
う
精
神
な
の
で
す
ね
。
精
神
と
言
っ
て
も
、
精
神
と
行
動
を
両
立
さ

せ
な
き
ゃ
な
ら
ん
で
す
け
れ
ど
も
。
そ
う
い
う
も
の
が
で
す
ね
、
愛
な
の
で
す
。
そ
こ
を
皆

さ
ん
は
、
良
く
知
っ
て
お
く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
ね
。
そ
う
い
う
こ
と
を
発
表
に
あ

た
っ
て
、
一
番
最
初
に
、
こ
れ
は
皆
さ
ん
に
ち
ょ
っ
と
言
っ
て
お
か
な
き
ゃ
な
ら
ん
と
思
い
ま

し
て
。

そ
れ
か
ら
ち
ょ
っ
と
細
切
れ
に
な
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
森
先
生
か
ら
い
ろ
ん
な
教
え
を
受
け

た
の
で
す
。
し
っ
か
り
し
た
人
間
に
な
れ
と
。
し
っ
か
り
し
た
人
間
に
な
ら
な
い
か
ん
と
。
ど

う
し
た
ら
し
っ
か
り
に
な
れ
る
か
と
い
う
こ
と
。
こ
れ
は
前
に
も
皆
さ
ん
に
お
話
し
し
た
こ

と
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
の
中
で
先
生
の
テ
ー
プ
を
引
き
出
し
て
聞
い
て
み
た
の
で
す
。

森
先
生
の
話
は
な
か
な
か
気
合
が
入
っ
て
ま
す
か
ら
ね
。
自
分
が
し
っ
か
り
に
な
る
と
い
う

こ
と
は
、
言
葉
を
換
え
る
と
、
主
体
的
な
人
間
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
自
分
の
主
体

が
立
つ
。
自
分
で
自
分
の
判
断
が
出
来
る
。
自
分
で
自
分
の
行
動
の
責
任
が
取
れ
る
。
こ
う

い
う
の
が
、
主
体
と
言
う
。
そ
う
い
う
人
間
に
な
る
に
は
、
ボ
ー
っ
と
し
て
お
っ
た
ら
出
来
ん
。

冒
頭
に
言
わ
れ
た
の
が
で
す
ね
、
と
に
か
く
今
ま
で
歴
史
の
中
で
何
か
こ
う
や
り
上
げ
て
き

た
人
、
或
い
は
や
っ
た
人
、
そ
う
い
う
人
に
徹
底
し
て
学
び
な
さ
い
と
。
そ
れ
が
一
番
近
道

だ
と
言
っ
て
い
ま
す
ね
。
こ
れ
は
亡
く
な
っ
た
人
も
良
し
、
或
い
は
素
晴
ら
し
い
人
で
、
生
身

の
人
で
あ
れ
ば
尚
更
良
し
で
す
。
そ
う
い
う
人
に
直
接
学
ん
で
い
く
と
い
う
時
に
、
初
め
て

自
分
の
主
体
が
出
来
る
の
だ
と
。
そ
し
て
然
も
、
そ
の
中
で
厳
し
く
言
っ
た
の
は
、
大
学
で

は
駄
目
だ
と
言
っ
て
た
ね
。
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簡
潔
に
言
っ
た
の
は
、
人
間
は
そ
う
い
う
風
に
学
問
づ
ら
で
追
っ
か
け
て
い
く
と
、
人
間
が

利
己
的
に
な
っ
て
し
ま
う
、
そ
う
い
う
人
間
で
は
駄
目
だ
と
い
う
こ
と
を
、
講
演
の
中
で
言
っ

て
い
る
の
で
す
よ
。
私
も
良
く
聞
い
た
け
れ
ど
も
ね
、
知
は
我
と
い
う
こ
と
を
良
く
聞
き
ま

し
た
。
知
識
は
我
と
い
う
こ
と
。
知
識
を
磨
け
ば
、
同
じ
速
度
で
我
が
育
つ
、
い
わ
ゆ
る
同
じ

ス
ピ
ー
ド
で
利
己
的
に
な
る
と
言
う
の
で
す
ね
。
だ
か
ら
利
己
的
な
も
の
を
追
っ
か
け
た
人

物
を
追
い
か
け
て
も
駄
目
だ
と
い
う
こ
と
な
の
で
す
。
そ
れ
で
、
自
分
が
主
体
的
に
な
ろ
う

と
思
う
な
ら
ば
、
そ
う
い
う
人
を
選
ん
で
、
そ
う
い
う
人
の
歩
い
た
道
を
し
っ
か
り
勉
強
す

る
、
そ
う
す
る
と
自
分
の
一
生
の
時
間
が
分
か
る
と
い
う
の
で
す
ね
。
そ
し
て
、
今
の
年
代

で
何
を
や
ら
な
き
ゃ
な
ら
な
い
か
と
い
う
、
そ
の
区
切
り
も
分
か
る
と
、
言
っ
て
お
ら
れ
ま

す
。
人
生
は
限
ら
れ
て
い
る
。
だ
か
ら
自
分
の
人
生
の
見
通
し
を
立
て
る
。
そ
し
て
そ
の
見

通
し
に
立
っ
て
、
今
何
を
し
な
き
ゃ
な
ら
ん
か
、
今
の
区
切
り
の
時
点
で
何
を
す
べ
き
か
。
こ

れ
は
み
ん
な
今
申
し
上
げ
た
よ
う
に
、
偉
い
人
の
歩
い
た
道
を
徹
底
的
に
勉
強
す
る
と
、
そ

れ
が
見
え
て
く
る
と
い
う
わ
け
で
す
。
よ
く
今
何
を
為
す
べ
き
か
と
い
う
こ
と
を
問
わ
れ
て

も
、
ぼ
ー
っ
と
し
て
、「
さ
あ
？
」
と
い
う
風
に
、
み
ん
な
そ
う
い
う
風
に
な
る
の
で
す
け
れ
ど
。

そ
う
い
う
様
に
偉
い
人
の
歩
い
た
道
を
辿
っ
て
い
く
と
、
自
分
の
距
離
感
が
出
て
く
る
、
期
間
、

そ
う
い
う
の
が
出
て
く
る
。
そ
れ
を
し
っ
か
り
学
ん
で
く
だ
さ
い
。
と
い
う
こ
と
で
、
一
応
こ

れ
を
若
い
子
供
た
ち
に
も
で
す
ね
、
是
非
読
ま
せ
て
お
き
な
さ
い
、
勉
強
さ
せ
て
お
き
な
さ

い
と
い
う
人
を
二
十
一
人
挙
げ
て
お
り
ま
す
。
ち
ょ
っ
と
参
考
ま
で
に
、
そ
の
人
の
名
前
を

申
し
上
げ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

一
番
目
に
、
中
江
兆
民
。
二
番
目
に
、
石
田
梅
岩
。
三
番
目
に
、
カ
ン
ト
。
四
番
目
に
、
伊
能

忠
敬
。
五
番
目
に
、
良
寛
。
次
が
、
二
宮
尊
徳
。
ト
ル
ス
ト
イ
。
吉
田
松
陰
。
田
中
正
造
。
石
川

理
紀
之
助
。
御
木
本
幸
吉
。
こ
の
中
で
は
、
御
木
本
幸
吉
さ
ん
を
森
先
生
は
大
変
称
え
て

お
っ
た
よ
う
で
す
。
こ
の
人
は
う
ど
ん
屋
の
三
男
坊
で
す
。
大
学
な
ん
か
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん

け
れ
ど
も
、
非
常
に
苦
労
し
て
真
珠
を
世
界
的
な
も
の
に
成
功
さ
せ
た
方
で
す
け
れ
ど
も
、

こ
の
方
を
挙
げ
て
お
り
ま
し
た
。
こ
ん
な
に
し
て
歩
い
た
人
の
姿
を
し
っ
か
り
頭
の
中
に
叩

き
込
み
な
さ
い
、
こ
ん
な
こ
と
を
言
っ
て
お
り
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
、
豊
田
佐
吉
。
キ
ュ
リ
ー

夫
人
。
ガ
ン
ジ
ー
。
芦
田
恵
之
助
。
シ
ュ
バ
イ
ツ
ァ
ー
。
ヘ
レ
ン
ケ
ラ
ー
。
永
海
佐
一
郎
。
コ
ル
ベ

神
父
。
宮
沢
賢
治
。
永
井
隆
。
こ
う
い
う
人
を
で
す
ね
、
挙
げ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
ひ
と

つ
皆
さ
ん
が
何
か
ら
読
む
か
と
い
う
時
に
、
そ
の
う
ち
に
一
番
自
分
が
読
み
や
す
い
も
の
を

選
ん
で
い
く
。
そ
の
手
掛
か
り
に
な
る
か
と
思
っ
て
、
今
皆
さ
ん
に
申
し
上
げ
た
の
で
す
。
こ

れ
が
今
日
の
話
の
第
二
番
目
で
す
。「
主
体
を
作
る
」
、
そ
れ
に
は
自
分
だ
け
で
主
体
を
す
る

の
に
は
、
や
っ
ぱ
り
学
べ
。
そ
う
い
う
人
で
す
。
こ
れ
は
、
今
は
人
生
の
生
き
方
と
か
、
そ
う
い

う
こ
と
な
の
で
し
ょ
う
け
れ
ど
、
ま
だ
こ
れ
以
外
の
方
で
沢
山
居
ら
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
は
自
分
で
そ
う
い
う
人
を
選
ん
で
い
け
ば
い
い
の
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
れ
か
ら
、
そ
の
次
に
今
日
お
話
し
申
し
上
げ
よ
う
と
思
っ
た
の
は
、
樋
口
廣
太
郎
と
い

う
人
を
、
皆
さ
ん
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。
樋
口
廣
太
郎
。
ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
の
社
長
を
し
よ
っ
た

の
で
す
ね
。
ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
は
日
本
で
ト
ッ
プ
に
な
っ
た
、
あ
の
社
長
、
樋
口
廣
太
郎
と
い
う

人
で
す
。
あ
の
人
が
、
日
本
の
教
育
審
議
会
、
日
本
の
教
育
を
ど
う
す
る
か
と
い
う
こ
と
の

座
長
を
し
て
い
る
わ
け
で
す
。
そ
の
人
が
で
す
ね
、
座
談
会
の
席
で
、
こ
れ
か
ら
の
教
育
と
い

う
こ
と
で
、
三
点
挙
げ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
私
は
、
ま
だ
こ
の
三
点
で
は
不
満
で
す
け
れ
ど

も
、
三
点
挙
げ
て
お
り
ま
し
た
。
そ
の
三
点
を
で
す
ね
、
一
応
皆
さ
ん
に
ご
紹
介
を
し
て
お

こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ノ
ー
ベ
ル
賞
で
京
大
の
教
授
で
あ
り
ま
し
た
福
井
謙
一
と
い
う
人
が

い
ま
す
ね
。
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
受
賞
さ
れ
た
方
で
す
。
こ
の
方
と
新
幹
線
で
一
緒
に
行
か
れ
た

そ
う
で
す
。
途
中
、
樋
口
さ
ん
は
空
気
枕
を
後
ろ
に
置
い
て
、
本
を
読
ん
だ
り
、
そ
う
い
う
こ

と
を
し
て
東
京
ま
で
行
っ
た
の
だ
そ
う
で
す
。
そ
う
し
た
ら
、
そ
の
斜
め
向
か
い
に
福
井
先

生
が
坐
ら
れ
て
お
ら
れ
た
そ
う
で
す
。
そ
し
て
自
分
の
空
気
枕
を
不
思
議
そ
う
に
ず
ー
っ
と
、

東
京
に
着
か
れ
る
ま
で
見
て
お
っ
た
の
だ
そ
う
で
す
。
何
で
こ
の
空
気
枕
を
福
井
先
生
は
そ

ん
な
に
見
る
の
か
と
。
そ
し
て
福
井
先
生
は
大
学
の
先
生
で
す
か
ら
、
何
か
書
き
物
を
し
た

り
、
本
を
読
ん
だ
り
す
る
の
じ
ゃ
な
い
か
と
思
っ
て
、
こ
ち
ら
は
そ
れ
な
り
の
興
味
を
持
っ
て

見
て
い
る
の
に
、
一
切
本
な
ん
か
も
見
な
く
て
、
自
分
の
空
気
枕
ば
か
り
見
て
い
る
の
だ
そ

う
で
す
。
も
う
不
思
議
で
し
よ
う
が
な
い
、
何
で
そ
ん
な
こ
と
す
る
の
か
な
と
。
そ
れ
で
後
で
、

福
井
先
生
に
、
何
で
私
の
空
気
枕
を
そ
ん
な
に
見
ら
れ
る
ん
で
す
か
、
何
で
そ
ん
な
に
見
つ

め
る
の
で
す
か
と
言
っ
た
ら
で
す
ね
、「
貴
方
が
は
め
て
お
っ
た
空
気
枕
は
何
で
あ
る
か
。
そ

れ
は
何
で
す
か
」
と
、
質
問
を
し
た
の
だ
そ
う
で
す
。
そ
し
た
ら
、「
こ
れ
は
空
気
枕
で
す
」
。

そ
れ
ぐ
ら
い
の
こ
と
を
で
す
ね
、
一
遍
聞
け
ば
す
ぐ
分
か
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
と
、
思
っ
た
の

で
す
ね
。
樋
口
さ
ん
は
、
そ
う
思
っ
て
ま
し
た
。
そ
し
た
ら
、
福
井
先
生
が
何
て
言
っ
た
か
と

い
う
と
、「
ひ
と
言
質
問
を
し
て
ね
、
そ
れ
は
何
で
す
か
と
言
え
ば
、
す
ぐ
分
か
っ
た
筈
だ
と
、

そ
れ
は
分
か
る
。
し
か
し
、
そ
れ
を
聞
か
な
く
て
、
自
分
の
頭
で
考
え
て
い
く
と
い
う
と
こ
ろ

に
、
非
常
に
興
味
が
あ
る
し
、
勉
強
に
な
る
の
で
す
よ
。
」
と
、
こ
う
い
う
こ
と
を
福
井
先
生

が
言
わ
れ
た
そ
う
で
す
。
ち
ょ
っ
と
し
た
二
人
の
対
話
で
す
け
れ
ど
ね
、
そ
う
い
う
風
な
オ

リ
ジ
ナ
ル
と
言
い
ま
す
か
、
福
井
先
生
は
人
か
ら
聞
い
て
こ
う
じ
ゃ
な
く
て
、
自
分
の
頭
で
考

え
て
い
く
と
い
う
、
こ
う
い
う
事
が
非
常
に
重
要
な
、
こ
れ
か
ら
の
教
育
の
中
で
非
常
に
大

事
な
点
で
す
。
オ
リ
ジ
ナ
ル
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
だ
か
ら
、
教
育
の
ポ
イ
ン
ト
の
ひ
と
つ
は

オ
リ
ジ
ナ
ル
、
普
通
で
言
え
ば
個
性
、
そ
の
人
の
持
っ
て
い
る
も
の
を
ず
っ
と
追
求
し
求
め
て

い
く
と
い
う
、
こ
う
い
う
こ
と
が
非
常
に
大
事
だ
と
い
う
こ
と
を
、
第
一
点
目
に
ま
と
め
て
お

ら
れ
ま
す
。



対
談

進
行=
高
瀬

町
長=

宮
崎

建
築
家=

葉

「
木
」
の
創
造
力
は
次
代
を
刺
激
す
る

な
ぜ
｢木
｣な
の
で
す
か

高
瀬-

ま
ず
、
な
ぜ
葉
氏
に
白
羽
の
矢
を
お
立
て
に
な
っ
た
の
で
す
か
。

宮
崎-

一
九
八
三
年
に
町
長
に
就
任
し
、
そ
の
翌
年
十
一
月
に
国
鉄
の
宮
原
線
が
廃
止
に
な
っ
た
。

そ
こ
で
肥
後
小
国
駅
跡
の
２
万
㎡
の
払
い
下
げ
を
受
け
、
そ
の
転
換
交
付
金
（
補
助
金
）を
元
に
｢ゆ

う
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
｣を
建
設
、
一
帯
を
開
発
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

そ
の
補
助
金
申
請
の
た
め
の
提
案
を
受
け
た
い
、
と
い
う
の
が
最
初
で
す
。
ち
ょ
う
ど
、
締
め
切

り
の
２
ヶ
月
前
で
し
た
。

あ
の
時
の
こ
と
は
、
今
で
も
よ
く
覚
え
て
い
る
の
で
す
が
、
企
画
室
長
か
ら
｢ギ
リ
ギ
リ
で
す
よ
｣

と
言
わ
れ
、
電
話
交
換
手
に
、
｢葉
祥
栄
さ
ん
と
い
う
建
築
家
の
事
務
所
を
探
し
て
、
ダ
イ
ヤ
ル
し

て
み
て
く
だ
さ
い
｣と
頼
ん
だ
。
そ
し
て
い
き
な
り
電
話
で
話
し
始
め
た
。
熊
本
の
作
品
や
ポ
ス
ト
モ

ダ
ン
の
本
で
知
っ
て
い
る
位
で
す
け
ど
ね
。

葉
さ
ん
か
ら
｢ど
な
た
の
推
薦
で
す
か
｣と
聞
か
れ
｢違
い
ま
す
。
私
が
決
め
ま
し
た
｣と
答
え
た
の

で
す
。
葉
さ
ん
を
選
ん
だ
の
は
、
こ
の
ま
ま
の
小
国
の
、
山
村
の
姿
勢
で
は
い
け
な
い
、
と
思
っ
た
か

ら
で
す
。
農
材
業
は
国
の
施
策
を
受
け
て
や
っ
て
き
た
が
、
状
況
は
変
わ
ら
ず
、
都
市
と
の
差
が
開

く
ば
か
り
だ
っ
た
。
自
分
達
の
力
を
発
揮
し
て
、
自
主
的
な
取
り
組
み
を
し
て
い
た
だ
ろ
う
か
。

こ
こ
ら
で
何
か
、
思
い
切
っ
た
こ
と
を
や
り
た
い
。
そ
の
時
、
町
の
真
ん
中
に
、
２
㎡
も
の
土
地
と

開
発
工
事
が
出
て
き
た
。

こ
れ
は
意
地
み
た
い
な
も
の
で
、
モ
ー
タ
ー
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
が
鉄
道
を
な
く
し
た
わ
け
で
す
が
、

後
ろ
向
き
に
取
り
組
む
か
、
前
向
き
に
取
り
組
む
か
。
小
国
の
場
合
、
郷
愁
で
宮
原
線
を
残
す
か
、

時
代
を
堤
え
て
未
来
に
向
か
っ
て
取
り
組
む
か
。
小
国
は
、
前
向
き
に
取
り
組
も
う
、
と
い
う
の
が
、

葉
さ
ん
を
選
ん
だ
理
由
だ
っ
た
。

葉-

こ
れ
に
は
複
線
が
あ
っ
て
、
木
で
何
と
か
で
き
な
い
も
の
か
、
と
の
気
持
ち
を
お
持
ち
な
の
に
、

言
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

小
国
の
育
て
る
べ
き
資
産
は
、
や
は
り
林
業
で
す
。
「
小
国
な
り
と
い
え
ど
も
、
豊
な
り
」
で
健

磐龍
命
が
阿
蘇
の
頂
上
か
ら
矢
を
放
ち
、
落
ち
た
と
こ
ろ
が
宮
原
。

そ
の
頃
オ
ラ
ン
ダ
で
ジ
ャ
パ
ン
・
ウ
ィ
ー
ク
が
あ
り
、
土
地
を
読
む
こ
と
を
襲
え
て
い
た
。
人
脈
で

は
な
く
地
脈
。
最
初
の
窓
口
は
宮
崎
さ
ん
だ
っ
た
の
で
、
宮
崎
さ
ん
の
目
で
土
地
を
見
た
ら
、
非
常

に
よ
く
わ
か
っ
た
。
同
じ
よ
う
な
閉
塞
状
態
に
陥
り
た
く
な
い
。
ど
こ
か
に
活
路
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
。
し
か
し
、
誰
に
も
わ
か
ら
な
い
、
小
国
に
も
わ
か
ら
な
い
。
立
派
な
木
が
あ
る
と
言
っ
て
も
、

昔
の
寺
社
仏
閣
の
よ
う
な
も
の
を
作
っ
て
も
、
何
の
展
開
に
も
つ
な
が
ら
な
い
し
、
閉
塞
状
況
を
打

破
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
。

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
構
法
に

葉-

イ
メ
ー
ジ
と
し
て
、
細
い
木
材
。
そ
れ
は
間
伐
材
し
か
な
い
。
間
伐
材
を
た
く
さ
ん
集
め
れ
ば
、

太
い
材
に
負
け
な
い
も
の
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
も
乾
操
打
術
も
あ
る
。

そ
ん
な
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
て
、
も
し
か
し
た
ら
で
き
る
の
で
は
、
と
創
造
し
た
の
が
、
立
体
ト
ラ

ス
ト
構
法
。

そ
れ
は
ま
っ
た
く
の
イ
メ
ー
ジ
。
イ
メ
ー
ジ
で
五
つ
の
模
型
を
作
り
、
そ
れ
を
２
月
に
議
会
へ
提
出

し
た
。
町
で
予
定
し
て
い
る
建
物
は
、
あ
る
シ
ス
テ
ム
で
作
れ
る
か
も
知
れ
な
い
と
い
う
提
案
だ
っ

た
。
と
に
か
く
何
で
も
で
き
ま
す
、
い
ま
ま
で
見
た
こ
と
の
な
い
よ
う
な
モ
ノ
が
で
き
ま
す
。
っ
て
ね
。

こ
れ
が
大
変
喜
ば
れ
た
。

つ
ま
り
、
私
は
小
国
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
構
法
に
求
め
た
。

宮
崎-

最
初
は
｢ゆ
う
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
｣だ
け
だ
っ
た
。
そ
の
時
、
森
林
組
合
が
国
の
補
助
事
業
を
活

用
し
て
林
業
セ
ン
タ
ー
を
、
ま
た
、
国
土
庁
の
補
助
で
町
民
体
育
館
（
小
国
ド
ー
ム
）
を
建
設
す
る

計
画
が
あ
っ
た
。
そ
れ
で
は
こ
れ
ら
も
葉
さ
ん
に
お
願
い
し
よ
う
と
な
っ
た
。
次
回
へ
つ
づ
く

一
九
九
一
年
一
〇
月
一
日
発
行

発
行
所

(

株)

デ
ル
フ
ァ
イ
研
究
所

取
材
・
構
成
一
文

｢木
の
文
化
｣を
創
る
人
々
熊
本
県
小
国
の
場
合

高
瀬
隆
三
郎

二
〇
二
一
年
九
月
二
五
日

広
葉
の
林
を
育
て
る
会

興
膳
丈
治

＝11＝

生
命
の
林
と
人
生

五
九
、

木
の
復
権

0２１-９

光
然
京
カ
ル
デ
ラ
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１０ 月の活動予定表 １１ 月の活動予定表

日 ２ ２ ８ ９ 16 23 ６ ６ ８ 13 20 27

曜 土 土 金 土 土 土 土 土 月 土 土 土

行

事

活

動

名

福
岡
空
港
ミ
リ
オ
ン
清
掃

第
41
回

福
岡
実
践
人
仁
風
読
書
会

58
回

博
多
駅
早
朝
清
掃

第
３
３
４
回

Ｊ
Ｒ
酒
殿
駅
早
朝
清
掃

第
10
回

新
飯
塚
駅
早
朝
清
掃

令
和
を
巡
る
早
朝
清
掃

第
22
回

福
岡
空
港
ミ
リ
オ
ン
清
掃

第
42
回

福
岡
実
践
人
仁
風
読
書
会

59
回

博
多
駅
早
朝
清
掃

第
３
３
５
回

Ｊ
Ｒ
酒
殿
駅
早
朝
清
掃

第
11
回

新
飯
塚
駅
早
朝
清
掃

令
和
を
巡
る
早
朝
清
掃

第
23
回

場

所

福
岡
空
港

周
辺
一
万
ｍ

大
井
中
央
公
園

博
多
駅
博
多
口

Ｊ
Ｒ
香
椎
線

酒
殿
駅
北
口

福
岡
県
飯
塚
市
新
飯
塚
駅

福
岡
県
太
宰
府
市

戒
壇
院

福
岡
空
港

周
辺
一
万
ｍ

大
井
中
央
公
園

博
多
駅
博
多
口

Ｊ
Ｒ
香
椎
線

酒
殿
駅
北
口

福
岡
県
飯
塚
市
新
飯
塚
駅

福
岡
県
太
宰
府
市

戒
壇
院

開
始
時
刻

6
時

7
時

6
時
15
分

6
時
30
分

6
時
30
分

6
時
30
分

6
時

7
時

6
時
15
分

6
時
30
分

6
時
30
分

6
時
30
分

運

営

団

体

福
岡
清
爽
ク
ラ
ブ

福
岡
実
践
人

福
岡
清
爽
ク
ラ
ブ

福
岡
清
爽
ク
ラ
ブ

楽
農
人
耕
作
放
棄
地
再
生
楽
交

い
い
づ
か
清
爽
ク
ラ
ブ

福
岡
清
爽
ク
ラ
ブ

福
岡
清
爽
ク
ラ
ブ

福
岡
実
践
人

福
岡
清
爽
ク
ラ
ブ

福
岡
清
爽
ク
ラ
ブ

楽
農
人
耕
作
放
棄
地
再
生
楽
交

い
い
づ
か
清
爽
ク
ラ
ブ

福
岡
清
爽
ク
ラ
ブ

再
生
十
月
号

令
和
参
年
十
月
八
日
発
行

（毎
月
一
回
八
日
発
行
）
創
刊

平
成
二
十
八
年
九
月
一
日

発
行
人

冨

𠮷𠮷袈
裟
右
衛
門

楽農人遊休農地再生楽交の活動予定はhttps://www.rakunoujin.com/を確認下さい。

https://www.rakunoujin.com/
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